


Test，以下 SST という）を行い，試験開始から240
時間後の薄膜塗装鋼板平板部の白錆（しろさび）発
生率を目視評価した。

２）JASO（日本自動車技術会規格：Japanese Automotive 
Standards Organization） M609－91に準拠して複合
サイクル試験（Cyclic Corrosion Test，以下 CCTと
いう）を行い，試験開始から10日（30サイクル）後
の薄膜塗装鋼板平板部の白錆発生率を目視評価し
た。表1にCCT条件を示す。

　なお，両試験とも評価部分以外からの白錆混入を防止
するため，薄膜塗装鋼板の裏面およびエッジ部分のテー

を行






